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ロシア・ウクライナ情勢の新段階 

 

一般社団法人ロシアNIS貿易                                                 2014.9.12 

 
 

報 告 

「ロシア経済と日ロ経済関係の現状をどう読むか」 

岡田邦生（ロシアNIS経済研究所 部長） 

「対ロシア経済制裁のその後」 

坂口泉（ロシアNIS経済研究所 部長） 

「ウクライナ危機の最新動向」 

服部倫卓（ロシアNIS経済研究所 次長） 
  

日 時 9月29日（月） 13:30～15:30 

  

場 所 
TKP東京駅八重洲カンファレンスセンター カンファレンスルーム9C 

（東京都中央区京橋1-7-1 戸田ビルディング 電話03-4577-9264） 
  

参 加 資 格 
ロシアNIS貿易会の会員企業 

大口会員：6名様まで 正会員：2名様まで 準会員：1名様まで 
  

参 加 費 無料（先着85名様） 

  

お問い合わせ先 
Tel：（03）3551-6218 Fax：（03）3555-1052 

担当：鳴沢（なるさわ）、橋之爪（はしのつめ）、 

 ロシアNIS貿易会では9月29日（月）に、「ロシア・ウクライナ情勢の新段階」と題する報告会を開催する

ことになりましたので、ご案内申し上げます。 

 ロシアによるクリミア編入、東ウクライナ・ドンバス地方の分離主義運動とロシアによる介入という事態

を受けて、欧米諸国は本年春からロシアに対する経済制裁を段階的に導入してきました。とりわけ、7月

末に欧米が発表した制裁は、かなり踏み込んだ内容だったため、当会では8月7日に緊急に月例報告会

「対ロシア制裁の動きとその影響」を開催して、いち早く情報発信を試みました。しかし、その直後にロシ

アが欧米からの農産物・食品の輸入を禁止する報復的な措置を打ち出し、事態は一層錯綜することとな

りました。その一方で、8月26日にはロシア・ウクライナ・EUによる首脳会談が実現、9月5日にはロシアと

ウクライナがドンバスでの停戦に合意と、対立の解消に向けた気運もようやく生じてきています。 

 そこで、9月の報告会では、こうした新たな動きを踏まえつつ、ロシア・ウクライナ情勢の最新動向につ

いて、改めて報告させていただきます。 

 参加をご希望の方は、別添の参加申込書にご記入の上、Eメール（webmaster@rotobo.or.jp）またはFax

にてお申し込みください。ご参加は、大口会員：6名様まで、正会員：2名様まで、準会員：1名様までとさ

せていただき、それを超えた場合には社内で調整していただくことがございますので、あらかじめご了承

ください。お申し込みは先着順で、定員（各85名様）に達し次第締め切らせていただきます。 

報告会のご案内



（別添） 

一般社団法人ロシアNIS貿易会 

ロシアNIS経済研究所 宛て （担当：鳴沢、橋之爪） 

FAX：03-3555-1052 / E-mail：webmaster@rotobo.or.jp 

 

ROTOBO月例報告会 

｢ロシア・ウクライナ情勢の新段階｣ 
 

日時：9月29日（月） 13:30～15:30 

場所：TKP東京駅八重洲カンファレンスセンター カンファレンスルーム9C 

参 加 申 込 書 

 

(1)申込者氏名  

(2)勤務先名称  

(3)所属部署  

(4)役職  

(5)勤務先TEL  

(6)E-mail  

 

TKP東京駅八重洲カンファレンスセンター 地図 

 
東京都中央区京橋1-7-1 戸田ビルディング  電話03-4577-9264 

最寄駅：JR東京駅 八重洲中央口 徒歩5分 

（東京駅周辺にはTKP系列の会議室が多数ありますので、ご注意ください） 


